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研究成果 （ 要約：800字 ） 

このたびは、公益財団法人がん研究振興財団「令和 7年度海外派遣研究助成」事業のご

支援を賜り、令和 7年 10月にベルリンで開催された ESMO2025に参加する貴重な機会をい

ただき、心より御礼申し上げます。本助成により、最新の国際的ながん研究の動向に直接

触れるとともに、自身の研究成果を世界に向けて発信することができ、大変有意義な経験

となりました。 

 私が発表した研究は、BRAF V600E変異を有する大腸癌（CRC）における最適な BRAF標的

治療の選択に資するバイオマーカー探索に関するものです。現在、海外ではセツキシマブ

とエンコラフェニブによる 2剤併用療法が標準治療とされていますが、本邦ではビニメチ

ニブを加えた 3剤併用療法も使用可能です。しかし、どの患者にどちらの治療がより適し

ているかについて明確な指標は確立されていません。そこで本研究では、TP53遺伝子のサ

ブタイプに注目し、がんゲノム情報管理センター（C-CAT）のデータベースを用いて、BRAF 

V600E変異を持つ大腸癌患者 309例を対象に解析を行いました。 

 その結果、2 剤併用療法を受けた患者群では、TP53 gain of function（GOF）変異を有

する患者の治療成功期間（TTF）が、非 GOF変異群と比較して有意に短いことが示されまし

た。一方、3剤併用療法では GOF変異と非 GOF変異の間に TTFおよび全生存期間（OS）の

有意差は認められず、傾向スコアマッチング解析でも同様の傾向が確認されました。これ

により、TP53 GOF変異を有する患者においては 3剤併用療法が治療成績を改善する可能性

が示唆され、TP53 サブタイプが BRAF 標的治療選択の有望なバイオマーカーとなり得るこ

とが明らかとなりました。 

 本研究成果を国際学会という場で報告できたことは大変光栄であり、今後は基礎的検討

も加え、論文として公表することを目指して研究を深化させていく所存です。このような

貴重な学びと発表の機会をいただけたのは、本助成制度によるご支援の賜物であり、改め

て深く感謝申し上げます。 



 


